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を
損
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
原
子
力
利
用
開
発
は
、
文
明

を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
緩
や
か
に

転
換
し
移
行
し
て
い
る
過
程
で
あ
り
、
社

会
か
ら
支
援
さ
れ
る
方
向
に
進
歩
さ
せ
て

い
く
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
こ
の
事
故

は
、
調
査
、
検
証
報
告
等
に
基
づ
き
過
酷

事
故
防
止
、
防
災
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク

の
観
点
か
ら
必
要
な
対
策
を
施
し
、
低
線

量
率
放
射
線
の
健
康
リ
ス
ク
に
関
す
る
社

会
的
理
解
を
深
め
、
原
子
力
利
用
に
相
応

し
い
社
会
全
体
の
深
層
防
護
を
進
化
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
一
時
的

に
研
究
開
発
の
進
捗
が
減
速
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
長
期
展
望
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

核
融
合
反
応
と
核
分
裂
反
応

長
期
に
わ
た
る
原
子
力
利
用
を
展
望
し

た
時
、
持
続
可
能
な
文
明
を
支
え
資
源
と

環
境
か
ら
の
制
約
を
受
け
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
求
め
る
と
い
う
究
極
の
目
標
を
社
会

で
共
有
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
核
融
合
反
応
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
太
陽
の
中
心

部
で
は
、
巨
大
な
重
力
に
バ
ラ
ン
ス
す
る

形
で
核
融
合
反
応
が
起
き
て
い
る
。
地
球

上
で
核
融
合
反
応
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

燃
料
プ
ラ
ズ
マ
を
高
温
に
加
熱
し
、
か
つ
、

十
分
な
反
応
を
起
こ
す
た
め
に
密
度
と
時

間
の
積
が
あ
る
一
定
値
以
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
、
ロ
ー
ソ
ン
条
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
。
磁
気
閉
じ
込
め
方
式

の
核
融
合
で
は
低
密
度
の
プ
ラ
ズ
マ
を
長

時
間
（
一
秒
以
上
）
保
持
す
る
こ
と
を
目

指
す
の
に
対
し
、
燃
料
プ
ラ
ズ
マ
を
固
体

密
度
よ
り
も
さ
ら
に
高
密
度
に
圧
縮
、
加

熱
し
、
プ
ラ
ズ
マ
が
飛
散
し
て
し
ま
う
以

前
、
す
な
わ
ち
プ
ラ
ズ
マ
が
そ
れ
自
体
の

慣
性
で
そ
の
場
所
に
留
ま
っ
て
い
る
間
に

核
融
合
反
応
を
起
こ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
慣
性
核
融
合

が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
超
長
期
的
な
研
究

課
題
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
核
分
裂
反
応
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
核
分
裂
の

連
鎖
反
応
は
、
約
二
〇
億
年
前
に
地
球
上

の
自
然
原
子
炉
で
行
わ
れ
て
い
た
現
象
で

あ
る
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
核
物
理
学

の
発
見
の
成
果
を
基
に
一
九
四
二
年
に
エ

ン
リ
コ
・
フ
ェ
ル
ミ
等
が
、
核
分
裂
反
応

を
持
続
的
に
制
御
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
可
能
性

が
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大

戦
中
で
あ
っ
た
た
め
、
瞬
時
に
核
分
裂
反

応
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
放
す
る
核
兵
器
と
し

て
利
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
放

射
能
恐
怖
の
ト
ラ
ウ
マ
と
も
な
っ
て
い
る
。

一
八
六
六
年
ノ
ー
ベ
ル
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

の
発
明
と
対
比
さ
れ
、
戦
争
と
平
和
の
両

面
に
利
用
さ
れ
た
が
二
度
と
戦
争
に
使
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
決
意
が
一
九
五

長
期
的
展
望
と
段
階
的
実
用
化
へ

わ
が
国
の
原
子
力
利
用
の
開
発
は
、
当

初
か
ら
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利

用
に
関
す
る
長
期
計
画
」
を
策
定
し
、
約

五
年
間
隔
で
見
直
し
つ
つ
研
究
開
発
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
長
期
に
わ
た
っ
て
先
を

展
望
し
、
着
実
に
研
究
開
発
を
進
め
な
が

ら
、
段
階
的
に
実
用
化
し
て
い
く
と
い
う

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
き
て
い
る
。
平
成
一

七
年
か
ら
「
原
子
力
政
策
大
綱
」
に
変
わ
っ

て
い
る
が
長
期
開
発
の
考
え
方
は
変
わ
ら

な
い
。
化
学
反
応
に
根
ざ
し
た
文
明
か
ら

核
反
応
に
根
ざ
し
た
文
明
へ
緩
や
か
に
転

換
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
け
ば
、

こ
の
よ
う
な
長
期
的
な
と
ら
え
方
が
必
要

で
あ
る
。

長
期
的
な
原
子
力
の
研
究
開
発
に
お
い

て
長
年
に
わ
た
る
目
標
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
高
速
増
殖
炉
実
用
化
へ
の
過

程
と
し
て
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
や
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
確
立
へ
の
過
程
と
し
て
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
被
災
事
故
の
衝
撃
か
ら
「
脱
原
子
力
依

存
」
の
流
れ
に
よ
っ
て
見
直
し
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
現
状
は
、
前
述
し
た
長
期
に

わ
た
る
原
子
力
利
用
の
展
望
や
哲
学
が
見

失
し
な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
る
。
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
に
よ
る
低
線
量
率
の
リ
ス
ク
へ
の
恐

れ
か
ら
、
原
子
力
利
用
そ
の
も
の
の
信
頼
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三
年
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
「
平

和
利
用
宣
言
」
で
あ
り
、
平
和
利
用
に
供

す
る
と
い
う
原
点
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

軽
水
炉
は
自
然
原
子
炉
と
原
理
は
同
じ

核
分
裂
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
安
全
・
安
定
に

所
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
背
景
に

は
極
め
て
絶
妙
な
自
然
の
計
ら
い
が
あ
る
。

核
分
裂
で
放
出
さ
れ
る
中
性
子
は
二
〜
三

個
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
性
子
は
異
な
る
核

分
裂
生
成
物
か
ら
時
間
遅
れ
（
数
秒
か
ら

数
十
秒
）
を
伴
っ
て
放
出
さ
れ
る
。
こ
の

遅
れ
て
出
る
中
性
子
（
遅
発
中
性
子
と
い

う
）
が
あ
る
た
め
に
臨
界
（
連
鎖
反
応
開

始
）
に
達
し
た
後
の
出
力
を
機
械
的
装
置

で
容
易
に
制
御
で
き
る
程
度
に
上
昇
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
出
力
が
増
え
る
と

核
反
応
を
抑
制
す
る
と
い
う
固
有
の
特
徴

（
負
の
反
応
度
係
数
）
を
安
全
設
計
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
安
全
上
の
優
れ
た
特
徴
を
生
か
し
、

核
分
裂
反
応
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
取
り
出
し
発
電
す
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
軽
水
型
原
子
力
発
電
所
を
実
用

化
し
世
界
で
一
六
％
の
電
力
を
生
産
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
軽
水
炉
は
、
数
％

の
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
燃
料
に
、
普
通
の
水

を
減
速
材
、
冷
却
材
に
用
い
て
い
る
が
、

自
然
原
子
炉
と
同
様
な
構
成
を
採
用
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
は
、
開
発
が
か

な
り
進
ん
だ
一
九
七
二
年
で
あ
っ
た
。
ア
フ

リ
カ
の
ガ
ボ
ン
共
和
国
に
あ
る
オ
ク
ロ
・

ウ
ラ
ン
鉱
山
に
自
然
原
子
炉
が
発
見
さ
れ

詳
し
く
調
査
さ
れ
た
。

約
二
〇
億
年
前
に
ウ
ラ
ン
235
は
約
三
％

（
半
減
期
七
億
年
、
現
在
〇
・
七
二
％
）

で
あ
り
、
地
下
水
が
減
速
材
、
冷
却
材
と
し

て
働
き
、
長
期
間
（
数
十
万
年
）
間
歇
泉

の
よ
う
な
運
転
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
自
然
原
子
炉
で
発
生
し

た
放
射
性
核
分
裂
生
成
物
は
、
現
在
で
は

放
射
能
は
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場

に
留
ま
っ
て
お
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
地
中
処
分
方
法
の
有
効
性
を
実
証

し
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
知
見
で
あ
る
。

一
九
五
六
年
に
日
本
の
地
球
化
学
者
黒
田

和
夫
博
士
が
自
然
原
子
炉
の
存
在
を
予
言

し
て
い
た
と
い
う
事
実
も
興
味

深
い
。

整
合
性
の
あ
る
原
子
力
シ
ス

テ
ム
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

核
分
裂
反
応
の
特
徴
は
、
核

分
裂
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
核
分

裂
生
成
物
、
中
性
子
が
で
き
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
大

限
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
目

標
と
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
熱
、

電
気
、
水
素
製
造
等
化
学
反
応

利
用
、
中
性
子
は
核
分
裂
連
鎖

反
応
と
そ
れ
以
外
の
核
反
応
に

有
効
に
使
い
、
資
源
問
題
と
環

境
問
題
の
解
決
を
開
発
目
標
に

す
る
。
核
分
裂
生
成
物
は
放
射

五
つ
の
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

線
源
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
有
用
物
質
の
利

用
、
廃
棄
物
は
、
放
射
能
を
消
滅
／
低
減

さ
せ
環
境
負
荷
を
減
ら
す
。
こ
の
よ
う
に

核
反
応
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
上
記
目
標

を
整
合
的
に
成
立
す
る
原
子
力
シ
ス
テ
ム

の
科
学
的
成
立
性
を
一
九
九
一
年
に
藤
家

洋
一
博
士
が
提
唱
し
、
自
ら
整
合
性
の
あ

る
原
子
力
シ
ス
テ
ム
（S

elf C
on
sisten

t
N
u
clear E

n
erg
y
 S
y
stem

 

Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
）
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の

概
念
は
国
際
的
な
Ｇ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
繋
が
っ
て
い
る
が
、
一
般
社
会
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
。

Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
は
、
原
子
炉
内
で
行
わ
れ
る

核
反
応
を
「
安
全
性
を
確
保
」
し
つ
つ
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
」、「
燃
料
生
産
」、「
核
分
裂

生
成
物
の
放
射
能
消
滅
」
に
つ
い
て
、
核
分

裂
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
中
性
子
個
数
の
バ
ラ
ン

ス
か
ら
整
合
性
を
持
っ
て
成
立
さ
せ
、
合

わ
せ
て
燃
料
組
成
が
「
核
兵
器
転
用
抵
抗

性
」
を
有
す
る
よ
う
に
と
い
う
五
つ
の
目

標
を
同
時
に
達
成
す
る
原
子
力
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
中
性
子
個
数
の
バ
ラ
ン
ス
で
は
、

核
分
裂
で
発
生
す
る
中
性
子
を
利
用
す
る

こ
と
か
ら
、
一
回
の
核
分
裂
で
発
生
す
る

中
性
子
の
個
数
が
多
い
高
速
炉
が
有
利
で

あ
る
。
更
に
、
放
射
能
消
滅
の
効
率
を
増

す
た
め
に
、
放
射
能
を
消
滅
さ
せ
る
べ
き

同
位
元
素
の
濃
縮
に
レ
ー
ザ
ー
濃
縮
を
用

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
科
学
技
術
の
成

果
を
総
合
し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

固
有
の
安
全
性
、過
酷
事
故
防
止止

転換、増殖率向上
増殖

超
ウ
ラン
元
素
混
合
燃
料
燃
料

素
混
合

超
ウ

分
離
、濃
縮
、核
変
換
消
滅

分
離
分

縮
、核

熱効率
改善、

高温水
素製造

熱効
、高温
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核反応核反応核反応

燃
料

Pu
生
産
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エ
ネ
ル
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電
気
、水
素
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